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ブの歌手を 1993 年まで続けた。1986 年 2 月に
同じ村出身のアキシャ・アブドゥッラー（フロ
ラ・フランシス）と結婚している。 
スンガイ人とは、伝統的にキナバタンガン川
などのサバ東海岸を流れる川の流域に住む人々
であり、言語上の分類ではカダザンドゥスン系
に属するが、多くはイスラム教を受け入れてい
る。本稿ではこれまでアンパルやアンコンなど
の〈海の民〉を非イスラム教徒として紹介して
きたが、それを演じているアブバカル・エラ自
身はイスラム教徒である。 
これにより、アブバカル・エラ作品で〈陸の
民〉の宗教が明確でないことも理解できるだろ
う。キリスト教徒が多数を占めるプナンパン出
身者やタンブナン出身者と異なり、イスラム教
が広く受け入れられているスンガイ人にとって、
〈陸の民〉を強調することはムスリム性の否定
につながらない。「スンガイ人」（川の人）とい
う呼び名が示しているように、スンガイ人は〈陸
の民〉と〈海の民〉を媒介しうる立場にある。
その意味では、スンガイ人は〈陸の民〉と〈海
の民〉という二分法を解体する契機を内包した
存在であるとも言えるだろう。 
アブバカル・エラにとって、カダザン人やカ
ダザンドゥスン人という標識はもはや重要では
ない。サバ（マレーシア）の国民か不法滞在者
かは区別されるが、サバ人であるかないかは重
要ではない。ここで意味がある枠組みは「サバ
という場で暮らしを営むことが適切に認められ
た人々」である。「オラン・キタ」とはこのこと
にほかならない。 
これまでにアブバカル・エラによる政党結成の
動きはないが、2004 年の州議会選挙ではアブ
バカル・エラが無所属で立候補し、落選している。
与党候補への対立候補となったことが政権への
挑戦と受け止められたためか、選挙後はテレビ
でアブバカル・エラの姿が見られない時期がしば
らくあったようだが、テレムービーの制作はその
後も続けている。 
アブバカル・エラの試みを 1950 年代のカダザ
ン・ナショナリズムや 1980年代のサバ人ナショナ
リズムと同列に扱ってよいかはさらに検討が必要
だが、〈陸の民〉による「われわれ」の捉え方の発
展過程として見ると興味深い。今後もアブバカ
ル・エラ作品や他のテレムービーの発展を見守
っていきたい。 
